「ろうきん地域貢献ファンド」2010年度助成申請書

Aコース　スタート助成コース

応募受付期間：2010年7月1日(木)～7月31日（土）まで
必ずコピーを取って提出し、原本はお手元に保管して下さい
■団体概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入日2010年　７月　２９日
	団体名


	Animal Assisted Therapy （AAT）　研究会
団体設立時期２０１０　　　年　　　７月

	代表者
	氏名　EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps6 \o\al(\s\up 8(ふ),布)

EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps6 \o\al(\s\up 8(せ),施)

EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps6 \o\al(\s\up 8(りゅう),龍)

EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps6 \o\al(\s\up 8(いち),一)　　　　　　　　　　　　　　（役職　代表　　　　　　　　　　　　　）

	団体住所
	〒986-0861
石巻市蛇田村字中埣１４－１
電話：0225-94-6883　　　　　　　　FAX：0225-94-6883
E-mail：wildkitty39@gmail.com　　　　　　　　　　　　　URL：

	団体の分野
（該当するものに○

をお付け下さい）
	○
	(1)福祉
	
	(4)まちづくり

	
	○
	(2)子ども・文化・スポーツ
	
	(5)国際協力

	
	
	(3)環境保全
	○
	(6)人権・平和・男女共同参画

	応募担当者
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 8(ふり),氏)　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 8(がな),名)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(あべ),阿部)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(きょうこ),恭子)　　　　　　　　　　　　　　　　　

	担当者連絡先

（連絡を差し上げる場合があります。連絡が取れるものをお書き下さい）
	〒９８２００１４
仙台市太白区大野田字千刈田１－７
電話：０９０５１８８９９９５　　　　　　　　　　　　　FAX：

E-mail：bj4ss5@bma.biglobe.ne.jp


■応募内容
	応募活動・事業名
	アニマルセラピーによる自立支援プログラム開発のための勉強会の開催

	対象地域
	　　　　　　　　　宮城県　　　　　　　　　　　仙台市/区/町/村

	· 今回の応募事業の概要を250～300字で記入してください。

介護や加害者更正のプログラムなどで効果を上げている動物介在活動及び動物介在療法。身近なペットや捨てられたペットといった社会的資源を用いて、心に傷を持つ人々や精神疾患を有する人々、犯罪を繰り返す人々などの心を癒し、社会復帰を援助することを目的としたアニマルセラピーについて研究・開発し、宮城県での普及実現を目指すために調査を行う勉強会を開催する。子どもや青少年の健全な育成を促すことにも寄与する活動である。


	申　請　額
	２０万円（１０～２０万円：１万円単位）

	事業費総額
	３０８６００円（助成金＋自己資金）

	他の助成等への応募

　　　　（該当するものに○をお付け下さい）
	1.　あり

ア．結果待ち　　　イ．助成決定

	応募先団体名
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	応募金額・決定金額
	応募金額・決定金額　　　　　　　　　　　円

	実施期間
	　　　　年　　　月　　～　　　　　年　　　月

	１．社会的課題　応募事業が必要とされる社会的背景や直接的なニーズなど、現在どのような社会的課題があるのか具体的に説明してください。
　ニート、引きこもり、不登校、非行など社会に適応できず社会生活が困難になっている人々は年々増えている。このような人々に対する支援は、国や自治体の政策としても急がれるべきものである。一方、地域において地域における身近な「資源」を用いた自立支援の選択肢のひとつとして、多くの人が参加できるアニマルセラピーを用いたプログラムが一定の効果を齎すであろうと考えられる。
　アメリカオレゴン州のマクラーレン少年刑務所は、「プリズンドッグ」という犬の訓練を行うプログラムを用いて再犯率ゼロを記録した。このような取り組みは、世界的な流れとなっており、さまざまな国で実践されている。

　しかし、問題を抱えて社会生活が困難な人々はむしろ刑務所の外に多く存在する。そこで、専門家から指導を受けたボランティアスタッフが実践できるようなプログラムを構築したいと考えている。また、動物介在活動に参加することで命の大切さを学び、「犯罪の予防」にもつながる青少年の健全な育成のための教材として役立つものである。


	２．成果目標　今回応募する事業を実施することによってどのような成果を目指すか、成果目標を具体的に記入してください。
（１）アニマルセラピーの効果の実証

　調査によって得られた結果を報告書にまとめて冊子を作成。次年度以降の実践活動に活かす。

（２）ネットワーク団体のリストを作成

　宮城県内の動物を扱っている団体やセラピーを必要としている団体を調査し、連携・協力体制を構築する。

（３）プログラムの概要の確立
　　勉強会によってまとまった知識と調査結果から、ボランティアが実践できるようなプログラムを構築する。

	３．内容　今回応募する事業の内容について具体的にご記入ください（スケジュールは次ページにご記入ください）。
（１）第１回勉強会
　　「プリズンドッグ」試写

　内容：アメリカオレゴン州のマクラーレン少年刑務所のプリズンドッグプログラムの映像を見る。

　日時：１０月１０日

　会場：仙台国際センター研修室
　参加費：無料

（２）第２回勉強会

　「ドッグセラピーについて」

　内容：臨床心理士で犬の訓練士でもある若島先生と動物介在団体代表らを招いた講演会

　日時：１１月

　会場：仙台市民活動サポートセンター

　講師：若島孔文氏　東北大学大学院教育学研究科准教授　（承諾済み）

　　　　　市民団体代表（検討中）
　参加費：５００円

（３）第３回勉強会

　「関連団体交流会」

　内容：動物介在活動を行う団体や、セラピーを必要としている団体（フリースクールなど）を集めて情報交換会を行う。

　日時：１１月、１月
　会場：仙台市市民活動サポートセンター

（４）第４回勉強会

「シンポジウム」

講師：県外で実践している専門家と研究者を招聘

日時：２月　　　　　　参加費：５００円
（２）第２回勉強会

　「プリズンドッグ」調査報告会

　内容：海外の文献及び国内の実施団体または施設の調査報告を行う。

　日時：３月
　　


	No.
	月日
	実施項目
	備考

	１
	７月１４日
	団体設立ミーティング
	

	２
	８月１８日
	仙台市内の専門家にインタビュー
	

	３
	９月２０日
	調査、ミーティング
	

	４
	１０月１０日
	勉強会開催「プリズンドッグ」試写
	

	５
	１１月
	若島孔文氏　講演会
	

	６
	１１月１日
	調査、ミーティング
	

	７
	１１月
	関連団体交流会（１）
	

	８
	１２月１日
	調査、ミーティング
	

	９
	１月
	関連団体交流会（２）
	

	１０
	１月８日
	調査、ミーティング
	

	１１
	２月
	シンポジウム開催
	

	１１
	２月
	調査、ミーティング
	

	１２
	３月
	マクラーレン刑務所視察
	可能か否か調査中

	１３
	３月
	視察報告会
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


助成事業スケジュールを具体的にご記入ください。
	４．ろうきん地域貢献ファンドが重視する活動に関して、今回の応募事業でアピールポイントがあればご記入ください。

　自分よりも弱い動物との関わりを通して、「命の大切さ」を学ぶことができ、誰もが楽しく参加できる活動です。
　日本で初めての効果的な「加害者更正プログラム」を目指します！


■みやぎＮＰＯ情報ライブラリーへの登録（該当するものに○をお付け下さい）

　　　　○　あり　・　なし　　（なしの場合は、７月31日（土）までご登録ください）

■収支予算

収入の部　                              

	項　目
	金額（円）
	内　訳

	当ファンド助成金
	２００，０００円
	

	会費
	１００，０００円
	

	参加費
	２５，０００円
	５００円×５０名

	団体負担金
	５２００円
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合 計
	３３０，２００円
	


 支出の部

	項　目
	金額（円）
	積算根拠（数量・単価など）

	会場費
	１９，０００円
	３０００円（１ｈ）×５ｈ（シンポジウム）
８００（１ｈ）×５（講演、勉強会、交流会）

	会議費
	７，２００円
	４００円（１ｈ）×３ｈ×６

	講師への謝金
	１４０，０００円
	県内の講師３万円×２名
県外の講師５万円

	通信費
	１６４，０００円
	専用携帯電話８０００円×８ヶ月、HP作成・管理費１０万円

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合 計
	３３０，２００円
	


※収入と支出の合計は必ず合わせてください。

※なぜそのような積算になるかわかるよう、内訳を詳しく記入してください。
助成額　10～20万円（1万円単位）

助成率　総事業費の80%以内。総事業費の20%以上の自己資金（団体負担金、参加費など）が必要です。
対象費目にならない経費

・人件費

・団体に経常的にかかる管理費（家賃・水道光熱費・電話代等）

・飲食に関わる経費

・団体内へ還流する謝金等の支払い
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